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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 16,317 1.2 632 △5.1 1,043 18.8 628 16.8
27年3月期第2四半期 16,125 0.8 666 53.7 878 47.2 538 74.2

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 2,299百万円 （129.6％） 27年3月期第2四半期 1,001百万円 （28.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 23.82 ―
27年3月期第2四半期 20.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 66,547 50,084 74.1
27年3月期 67,306 48,079 70.3
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 49,330百万円 27年3月期 47,324百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

 平成27年3月期期末配当金11円00銭の内訳 普通配当８円50銭 記念配当２円50銭（創立65周年記念配当）

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 5.00 ― 11.00 16.00
28年3月期 ― 5.00
28年3月期（予想） ― 17.00 22.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,970 2.5 1,810 8.7 3,420 63.9 2,040 55.4 77.28



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料P.4「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料P.4「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 26,400,000 株 27年3月期 26,400,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 1,133 株 27年3月期 1,088 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 26,398,891 株 27年3月期2Q 26,399,063 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

経常利益
(百万円)

親会社株主に帰属する
四半期純利益
(百万円)

28年３月期
第２四半期

16,317 632 1,043 628

27年３月期
第２四半期

16,125 666 878 538

増減率(％) 1.2 △5.1 18.8 16.8

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復を続けました。企業の設備投資は、収益が改善

する中で増加基調となり、個人消費の面でも、雇用・所得環境の着実な改善を背景に、底堅く推移しました。

　一方、テレビの広告市況は、６月までの落ち込みから７月以降は回復傾向をみせたものの、期間全体ではやや停

滞気味に推移しました。

　このような事業環境の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、163億17百万円（前年同期比

1.2％増）となりました。

利益面では、営業利益は６億32百万円（前年同期比5.1％減）となりましたが、営業外収益における受取配当金が

増加したことから、経常利益は10億43百万円（前年同期比18.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億28

百万円（前年同期比16.8％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、従来「ゴルフ場」と表示しておりましたゴルフ場事業は、量的な重要性が

乏しくなったため、「その他」に含めて記載する方法に変更しております。以下の前年同期比較につきましては、前

年同期の数値を変更後のセグメント区分に組替えた数値で比較しております。

放送関連 不動産関連 その他

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

28年３月期
第２四半期

14,846 141 737 438 733 52

27年３月期
第２四半期

14,730 207 733 409 661 50

増減率(％) 0.8 △31.7 0.5 7.1 11.0 4.7

(注）売上高については、セグメント間の取引を相殺消去しております。

　

〈放送関連〉

「放送関連」は、名古屋地区全体のスポット投下量が落ち込んだことによるテレビスポット収入の減少があった

一方で、９月に大型のフードイベントを開催したことによりイベント収入が増加したことから、売上高は148億46百

万円（前年同期比0.8％増）となりました。

　利益面では、クロスメディア事業の利益率向上や、減価償却費および人件費の減少があったものの、テレビスポ

ット収入の落ち込みによりテレビ事業の利益が減少したことから、営業利益は１億41百万円（前年同期比31.7％減）

となりました。

　

〈不動産関連〉

「不動産関連」は、太陽光発電の売電収入や東京の賃貸ビルなどの賃料収入が堅調だったことから、売上高は７

億37百万円（前年同期比0.5％増）となりました。

　利益面では、修繕費や減価償却費の減少などにより、営業利益は４億38百万円（前年同期比7.1％増）となりまし

た。

　

〈その他〉

ゴルフ場事業、保険代理業、タクシー業などで構成される「その他」は、売上高は７億33百万円（前年同期比

11.0％増）、営業利益は52百万円（前年同期比4.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　（資産、負債、純資産の状況）

　①資産の部

当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて７億58百万円減少し、665億47百万円と

なりました。

　これは、保有株式の時価上昇などに伴い投資有価証券が４億22百万円増加した一方で、設備投資及び配当金の支

払いなどにより現金及び預金が４億35百万円、保有債券の償還により有価証券が１億97百万円、流動資産の「その

他」が２億47百万円それぞれ減少したことによるものです。

　②負債の部

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて27億63百万円減少し、164億63百万円と

なりました。これは、未払法人税等が８億29百万円、流動負債の「その他」が16億43百万円それぞれ減少したこと

などによるものです。

　③純資産の部

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて20億５百万円増加し、500億84百万円

となりました。これは、その他有価証券評価差額金が保有株式の時価上昇に伴い14億70百万円、利益剰余金が親会

社株主に帰属する四半期純利益と配当金の支払いとの差額により３億38百万円それぞれ増加したことなどによるも

のです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高はほぼ前回予想通りとなり、利益面につきましては、ク

ロスメディア事業の利益が当初見込みを上回ったことや、放送センター増築に伴う移転費用が一部下期に移行した

こと、また営業外収益の増加などの要因により前回予想を上回る結果となりました。

　通期の業績につきましては、当該第２四半期の結果に加え、第３四半期以降のテレビ事業の収入見通しが当初見

込みを上回ることや、営業外収益の更なる増加が見込まれることから、平成27年５月13日に公表いたしました平成

28年３月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたします。

平成28年３月期の通期連結業績予想(平成27年４月１日～平成28年３月31日) (単位：百万円、％)

前回発表予想 今回修正予想 増減額 増減率 前期実績

売上高 32,730 32,970 240 0.7 32,161

営業利益 1,690 1,810 120 7.1 1,665

経常利益 2,090 3,420 1,330 63.6 2,086

親会社株主に帰属
する当期純利益

1,270 2,040 770 60.6 1,312
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税

率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって

おります。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前

連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,567 11,132

受取手形及び売掛金 6,975 6,867

有価証券 3,763 3,565

たな卸資産 54 101

繰延税金資産 459 459

その他 3,293 3,046

貸倒引当金 △7 △8

流動資産合計 26,106 25,164

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 25,394 27,389

減価償却累計額 △16,382 △16,632

建物及び構築物（純額） 9,011 10,757

機械装置及び運搬具 21,234 21,188

減価償却累計額 △19,433 △19,552

機械装置及び運搬具（純額） 1,801 1,636

土地 10,527 10,527

建設仮勘定 1,910 319

その他 1,476 1,461

減価償却累計額 △1,240 △1,209

その他（純額） 235 251

有形固定資産合計 23,486 23,491

無形固定資産 316 285

投資その他の資産

投資有価証券 15,622 16,045

繰延税金資産 1,313 1,204

その他 643 541

貸倒引当金 △181 △185

投資その他の資産合計 17,397 17,606

固定資産合計 41,200 41,383

資産合計 67,306 66,547
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 154 180

未払費用 2,937 2,966

未払法人税等 1,134 304

引当金 121 143

その他 3,382 1,738

流動負債合計 7,730 5,333

固定負債

引当金 49 53

退職給付に係る負債 2,923 2,752

資産除去債務 69 70

繰延税金負債 1,879 1,861

長期預り保証金 6,136 5,987

その他 438 404

固定負債合計 11,497 11,129

負債合計 19,227 16,463

純資産の部

株主資本

資本金 1,320 1,320

資本剰余金 654 654

利益剰余金 44,467 44,805

自己株式 △0 △0

株主資本合計 46,440 46,778

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,477 4,947

退職給付に係る調整累計額 △2,592 △2,395

その他の包括利益累計額合計 884 2,551

非支配株主持分 754 753

純資産合計 48,079 50,084

負債純資産合計 67,306 66,547
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 16,125 16,317

売上原価 9,067 9,410

売上総利益 7,057 6,907

販売費及び一般管理費 6,390 6,274

営業利益 666 632

営業外収益

受取利息 11 9

受取配当金 200 400

有価証券売却益 3 －

その他 33 36

営業外収益合計 248 446

営業外費用

支払利息 34 29

固定資産除却損 1 1

貸倒引当金繰入額 － 3

その他 1 1

営業外費用合計 36 35

経常利益 878 1,043

特別利益

投資有価証券売却益 － 10

会員権売却益 3 －

特別利益合計 3 10

特別損失

会員権売却損 0 －

固定資産除却損 － 3

貸倒引当金繰入額 0 －

減損損失 － 0

事業構造再編費用 33 －

特別損失合計 34 4

税金等調整前四半期純利益 847 1,050

法人税等 310 418

四半期純利益 536 632

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△1 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 538 628
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 536 632

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 259 1,470

退職給付に係る調整額 205 197

その他の包括利益合計 464 1,667

四半期包括利益 1,001 2,299

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,002 2,296

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 3
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注) ３放送関連

不動産
関連

計

売上高

外部顧客への売上高 14,730 733 15,464 661 16,125 ― 16,125

セグメント間の内部
売上高又は振替高

62 76 139 379 519 △519 ―

計 14,792 810 15,603 1,040 16,644 △519 16,125

セグメント利益 207 409 616 50 666 0 666

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場事業、保険代理業、

ＯＡ機器販売、旅客運送業（タクシー）等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント利益666百万円は、四半期連結損益計算書の営業利益666百万円と調整を行っています。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注) ３放送関連

不動産
関連

計

売上高

外部顧客への売上高 14,846 737 15,583 733 16,317 ― 16,317

セグメント間の内部
売上高又は振替高

63 76 140 384 524 △524 ―

計 14,910 813 15,724 1,118 16,842 △524 16,317

セグメント利益 141 438 579 52 632 0 632

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場事業、保険代理業、

ＯＡ機器販売、旅客運送業（タクシー）等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント利益632百万円は、四半期連結損益計算書の営業利益632百万円と調整を行っています。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来「ゴルフ場」と表示しておりましたゴルフ場事業は、量的な重要性が乏しく

なったため、「その他」に含めて記載する方法に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。
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４．参考資料

㈱ＣＢＣテレビ 売上高の内訳

（単位：百万円、％）

　 前第２四半期
（平成27年３月期

第２四半期）

当第２四半期
（平成28年３月期

第２四半期）
増減

金額 金額 金額 増減率

テレビ収入テレビ収入テレビ収入テレビ収入テレビ収入 1111111111,,,,,333331111188888 1111111111,,,,,111113333355555 △△△△△111118888822222 △△△△△11111.....66666

　 タイム収入 3,775 3,708 △67 △1.8

スポット収入 7,379 7,246 △132 △1.8

その他収入 163 180 17 10.5

クロスメディア収入クロスメディア収入クロスメディア収入クロスメディア収入クロスメディア収入 555557777744444 666664444455555 7777711111 1111122222.....44444

イベント収入イベント収入イベント収入イベント収入イベント収入 444447777777777 666668888833333 222220000066666 4444433333.....33333

ハウジング収入ハウジング収入ハウジング収入ハウジング収入ハウジング収入 444442222277777 444443333322222 44444 11111.....11111

グループ請負収入グループ請負収入グループ請負収入グループ請負収入グループ請負収入 222228888811111 222227777711111 △△△△△1111100000 △△△△△33333.....77777

合計合計合計合計合計 1111133333,,,,,000007777799999 1111133333,,,,,111116666688888 8888899999 00000.....77777

　

㈱ＣＢＣラジオ 売上高の内訳

（単位：百万円、％）

　 前第２四半期
（平成27年３月期

第２四半期）

当第２四半期
（平成28年３月期

第２四半期）
増減

金額 金額 金額 増減率

ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入 11111,,,,,222223333344444 11111,,,,,222220000099999 △△△△△2222255555 △△△△△22222.....11111

　 タイム収入 653 668 14 2.3

スポット収入 556 519 △37 △6.7

その他収入 24 21 △3 △12.5

受託派遣事業収入受託派遣事業収入受託派遣事業収入受託派遣事業収入受託派遣事業収入 111117777700000 111117777711111 00000 00000.....66666

合計合計合計合計合計 11111,,,,,444440000055555 11111,,,,,333338888800000 △△△△△2222244444 △△△△△11111.....77777
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